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初
は
、
そ
の
両
方
を
何
と
か
し
て
共
存
さ
せ
両
立
さ
せ
る
こ
と
を

目
論
ん
で
い
た
。
神
話
と
い
う
概
念
に
よ
っ
て
、
本
来
統
一
的
な

も
の
で
あ
る
べ
き
聖
書
が
神
学
者
と
歴
史
学
者
と
の
間
で
引
き
裂

か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
フ
ラ
イ
の
認
識
は
、
お
そ
ら
く
誤
っ

て
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
聖
書
を
再
び
物
語
と
し
て
読
む
べ

き
だ
と
い
う
フ
ラ
イ
の
主
張
に
お
い
て
は
、
信
仰
と
学
問
と
対
置

さ
れ
た
場
合
の
学
問
を
ど
う
扱
う
か
と
い
う
問
題
が
な
い
が
し
ろ

に
さ
れ
て
い
る
と
い
う
印
象
が
あ
る
。
私
た
ち
は
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ

ス
が
直
面
し
た
葛
藤
と
神
話
と
い
う
概
念
の
も
と
で
企
て
た
試
み

を
再
度
顧
み
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

研
究
発
表
要
旨

イ
エ
ズ
ス
会
東
イ
ン
ド
管
区

コ
レ
ジ
ヨ
の
財
源
形
態
に
つ
い
て

高
　
橋
　
裕
　
史

　
　
は
じ
め
に

　
イ
エ
ズ
ス
会
は
海
外
布
教
を
推
進
し
、
教
勢
の
拡
大
を
図
っ
た

が
、
エ
チ
オ
ピ
ア
か
ら
日
本
に
至
る
東
イ
ン
ド
管
区
は
、
購
会

「
最
大
の
管
区
」
で
あ
っ
た
。
イ
エ
ズ
ス
会
は
各
種
の
布
教
機
関

を
有
し
て
い
る
が
、
コ
レ
ジ
ヨ
O
o
蕾
σ
。
δ
は
「
神
へ
の
奉
仕
に
身

を
捧
げ
る
者
を
排
出
す
る
場
」
と
し
て
規
定
さ
れ
た
、
最
重
要
布

教
機
関
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
コ
レ
ジ
ヨ
は
、
そ
の
重
要
性
か
ら
、

例
外
と
し
て
私
有
財
産
の
所
有
が
公
認
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、

イ
エ
ズ
ス
会
東
イ
ン
ド
管
区
に
置
か
れ
た
ゴ
ア
、
サ
ル
セ
ッ
テ
、

バ
サ
イ
ン
、
コ
チ
ン
、
マ
ラ
ッ
カ
の
各
コ
レ
ジ
ヨ
の
財
源
形
態
を

分
析
し
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
経
済
構
造
の
～
端
を
紹
介
し
た
く
思
う
。

一25一



　
　
一
　
⊇
レ
ジ
ヨ
の
定
収
入

　
右
の
五
つ
の
コ
レ
ジ
ヨ
が
有
し
て
い
た
定
収
入
は
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
国
王
か
ら
の
各
種
給
付
金
（
年
金
・
関
税
な
ど
）
、
不
動
産

（
土
地
・
家
賃
・
村
落
な
ど
）
、
影
響
家
か
ら
の
土
地
を
主
体
と
し

た
寄
付
、
他
宗
教
教
団
旧
有
の
土
地
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
定

収
入
の
総
額
で
は
、
ゴ
ア
・
コ
レ
ジ
ヨ
が
群
を
抜
き
、
コ
チ
ン
、

バ
サ
イ
ン
、
サ
ル
セ
ッ
テ
、
マ
ラ
ッ
カ
の
各
コ
レ
ジ
ヨ
と
続
く
。

バ
サ
イ
ン
の
コ
レ
ジ
ヨ
は
、
所
有
す
る
土
地
を
現
地
の
農
民
に
賃

貸
す
る
な
ど
、
一
種
の
所
領
経
営
を
行
な
っ
て
い
た
。

　
　
ニ
　
コ
レ
ジ
ヨ
定
収
入
の
用
途

　
こ
れ
ら
の
定
収
入
は
イ
エ
ズ
ス
会
関
係
者
の
生
活
費
、
コ
レ
ジ

ョ
付
属
施
設
の
運
営
費
（
原
住
昆
児
童
の
学
校
や
病
院
等
）
、
慈

善
事
業
の
運
営
費
、
教
会
の
調
度
晶
そ
の
他
、
葡
萄
酒
、
オ
リ
ー

ブ
油
の
購
入
な
ど
に
充
当
さ
れ
て
い
た
。
変
わ
っ
た
支
出
先
と
し

て
、
奴
隷
へ
の
賃
金
、
軍
資
金
な
ど
が
あ
る
。

三
　
篇
レ
ジ
褒
の
負
債

一
で
見
た
よ
う
に
コ
レ
ジ
ヨ
は
様
々
な
定
収
入
を
有
し
て
い
た

の
だ
が
、
そ
れ
ら
の
定
収
入
だ
け
で
は
コ
レ
ジ
ヨ
の
運
営
が
賄
い

き
れ
ず
に
財
政
状
況
が
違
迫
し
、
結
果
と
し
て
「
負
債
」
を
抱
え

る
こ
と
と
な
っ
た
。
ゴ
ア
・
コ
レ
ジ
ヨ
は
総
収
入
額
の
約
三
倍
、

コ
チ
ン
・
コ
レ
ジ
ヨ
は
総
収
入
額
の
約
三
割
強
、
マ
ラ
ッ
カ
・
コ

レ
ジ
ヨ
は
総
収
入
額
の
二
倍
強
の
負
債
を
有
し
、
名
目
上
の
収
入

額
と
は
異
な
り
、
い
ず
れ
の
コ
レ
ジ
ヨ
も
財
政
状
況
は
芳
し
く
な

か
っ
た
。
ま
た
こ
の
負
債
は
コ
レ
ジ
ヨ
の
規
模
に
準
じ
て
大
き
く

な
り
、
コ
レ
ジ
ヨ
機
能
の
拡
大
と
共
に
負
債
も
嵩
む
と
い
う
、
皮

肉
な
現
実
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
四
　
定
収
入
の
管
理

　
各
コ
レ
ジ
ヨ
の
定
収
入
は
、
当
該
コ
レ
ジ
ヨ
の
院
長
が
管
理
・

運
営
す
る
こ
と
が
原
則
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
他
の
コ
レ
ジ
ヨ
の

定
収
入
を
管
理
す
る
コ
レ
ジ
ヨ
も
あ
り
、
ま
た
コ
レ
ジ
ヨ
所
在
地

以
外
の
土
地
に
あ
る
定
収
入
は
、
そ
の
地
の
イ
エ
ズ
ス
会
員
が
管

理
し
て
い
た
。
ま
た
財
務
会
計
担
当
司
祭
で
あ
る
「
プ
ロ
ク
ラ
ド
ー

ル
」
鷺
。
。
舞
巴
。
同
も
定
収
入
の
管
理
に
携
わ
り
、
コ
レ
ジ
ヨ
院
長

の
配
下
に
あ
っ
て
、
コ
レ
ジ
ヨ
の
会
計
娠
簿
の
作
成
な
ど
に
従
事

し
て
い
た
。
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お
わ
り
に

　
以
上
、
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ジ
ヨ
の
財
源
形
態
の
概
要
を
記
し
て

き
た
が
、
そ
れ
が
有
す
る
意
義
と
し
て
、
次
の
二
点
を
指
摘
し
た

い
。

　
第
一
に
、
こ
の
種
の
研
究
を
蓄
積
す
る
こ
と
で
、
中
世
修
道
会

の
経
済
活
動
に
関
す
る
研
究
に
加
え
て
、
近
代
修
道
会
の
経
済
活

動
に
つ
い
て
の
概
究
領
域
が
開
拓
さ
れ
得
る
こ
と
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
「
経
済
」
を
紐
帯
と
し
て
、
国
家
と
宗
教
と
が
不
可

分
に
結
び
付
い
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
各
コ
レ
ジ
ヨ
の

定
収
入
の
「
部
分
を
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王
給
付
金
が
構
成
し
て
い

た
こ
と
か
ら
も
判
明
す
る
。
し
か
し
コ
レ
ジ
ヨ
の
財
源
と
し
て
ポ

ル
ト
ガ
ル
の
国
庫
が
充
当
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
の

「
修
道
会
」
と
し
て
の
在
り
方
を
規
制
し
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
た
ち

は
「
修
道
会
士
」
で
あ
る
と
同
時
に
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王
の
「
臣

下
」
と
し
て
も
活
動
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
「
こ
の
敵
対
者

を
征
服
す
る
な
ら
ば
、
国
王
陛
下
は
か
の
マ
ラ
ッ
カ
全
域
の
絶
対

的
支
配
者
と
な
ら
れ
よ
う
」
と
い
う
、
イ
エ
ズ
ス
会
東
イ
ン
ド
巡

察
師
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
言
葉
は
、
そ
れ
を
雄
弁
に
物
語
っ
て
い

る
。

研
究
発
表
要
旨

共
観
福
音
書
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
身
障
と
疾
病

新
谷
光
　
二

　
共
観
福
音
書
の
マ
タ
イ
は
一
～
2
8
章
、
マ
ル
コ
は
一
～
1
6
章
、

ル
カ
は
一
～
2
4
章
よ
り
成
り
立
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
生
誕
や
十

宇
架
、
復
活
、
昇
天
の
記
載
を
除
け
ば
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の

福
音
宣
教
活
動
は
、
マ
タ
イ
で
は
4
章
か
ら
2
5
章
ま
で
、
マ
ル
コ

で
は
1
章
か
ら
1
3
章
ま
で
、
ル
カ
で
は
4
章
か
ら
2
1
章
ま
で
と
な

る
。
こ
れ
ら
の
章
節
に
は
後
述
の
一
部
の
個
所
を
除
き
、
身
障
と

疾
病
に
関
す
る
記
述
は
至
る
所
に
表
わ
れ
、
こ
れ
ら
が
入
生
の
最

大
関
、
心
事
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
こ
の
発
表
で
は
、
共
観
福
音
書
に
お
け
る
身
障
と
疾
病
に
関
す

る
記
述
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
そ
こ
か
ら
今
β
的
課
題
を
得
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
身
障
と
疾
病
の
記
述
の
表
れ
な
い
章
節

は
イ
エ
ス
の
生
誕
、
十
字
架
等
の
章
節
の
他
に
、
山
上
の
説
教
で

一
27
｝


